
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野農業農村支援センター 

 

【通年】 

 各種セミナーの開催 

 果樹及び花きの栽培知識と

技術習得を支援するため、セ

ミナー等を開催しました。 

「グリーンセミナー（ぶどう）

講座」受講生 29 名 ８回 

「アグリセミナー(りんご)」

受講生名８名 ８回 

「須高果樹セミナー（りんご･

ぶどう）」受講生 44 名 11 回 

「トルコギキョウプレセミナ

ー」３月 参加者 19 名 

 

【５月】【重点課題】２年目 

「リンゴ腐らん病まん延防止

対策の推進」の取組 

 飯綱町内に地域ぐるみで取

組むモデル地区を設け、生産

者意識の啓発と防除対策の向

上を目指しています。 

４月末から５月上旬にかけ

て、園地点検の同行のほか、削

り取り手法の実演も実施し、

７月には再度巡回して再発状

況を確認し、再処理の徹底を

図りました。 

令和７年度は気象変動による農作物への影響などが顕著となり、夏場の猛暑等により

果樹や野菜などの農作物の品質に大きな影響が出ました。特に、５月には強風・降雹に

より一部地域でぶどうの新梢が破損するなどの気象災害に見舞われました。 

普及活動としては、「第４期長野県食と農業農村振興計画」の目標達成に向かい、新規

就農者等の担い手確保･育成への取組をはじめ、重点活動課題２年目の「リンゴ腐らん病

蔓延防止対策の推進」等に取組みました。また、将来の農地利用の姿を明確化する「地

域計画」が管内全市町村において計 59 の計画が策定されました。今後、この計画のブ

ラッシュアップに向けた支援とともに、地域課題の解決に取組んでまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６月】 

 雹害事後対策講習会の開催 

 ５月 21 日に発生した須坂・

小布施地区の降雹被害を受け

６月に雹害事後対策講習会を

開催しました。 

 りんご、ぶどう・核果類を対

象に、樹勢維持のための着果

管理など、雹害後の事後対応

について具体的な説明がなさ

れました。 

 雹害に屈せず、生産意欲を

維持していく上で重要な講習

会となりました。 

 

【８月】 

 須高農業青年クラブの活動

支援 

 現在 22 名が所属し、クラブ

員同士の交流や情報交換を行

っています。今年は、クラブ員

の意見を反映し、８月に山梨

県の先進的なぶどう農家へ視

察を行いました。近年の異常

気象への技術対応や労力確保

について意見を交わすなど情

報交換をし、日々の経営を振

り返る機会となりました。 

 

【８月】 

 新規就農者激励会の開催 

 長野地域で新規就農された

農業者を地域の関係者で応援

し、青年クラブ員との交流を

図るため、地元青年クラブと

一緒に開催しました。 

 今年は 13 名の新規就農さ

れた方が参加し、先輩農業者

から激励の言葉をいただき、

その後、スマート農業に関す

る農作業補助アプリの利用体

験をして、活発な意見交換と

情報交換を行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【８月】 

 クイーンルージュ○Ｒの品質

の高位平準化への取組 

 赤系の県オリジナル品種と

して有望、かつ定植５～６年

が経過し成園化を迎える中

で、強樹勢の樹を中心に着色

不良が課題となっています。 

 果実袋を遮光袋から透明袋

に掛け替えることで、着色向

上の効果が得られましたが、

掛け替え時期で着色差も生じ

ることが分かり、この結果を

講習会等で周知しました。 

【８月】 

 農作業事故防止等安全講習

会の開催 

 長野地域で農作業事故が多

く発生していることから、今

回は果樹栽培が盛んな飯綱町

で講習会を開催しました。 

農業機械の安全な使い方の

動画視聴に加え、VR 映像で農

作業事故の体験も行いまし

た。参加された農業者 14 名の

多くから「普段あまりない講

習会で良かった。」と大変好評

でした。 

  

 

 

【10月】 

 長野地区特定家畜伝染病 

防疫演習を実施 

 家畜伝染病の発生に備え、

関係機関が一堂に会し現場対

応を確認する毎年恒例の訓練

を、今年度は千曲市において、

豚熱・アフリカ豚熱の発生を

想定して実施しました。 

 演習を通じて、関係機関の

連携と現場対応力の向上が確

認されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【12月】 

 あんず産地の維持に向けた

グループワークの取組と成果 

 「日本一のあんずの里」とし

て知られる千曲市ではあんず

の栽培農家の高齢化と後継者

不足、栽培面積減少が課題と

なっています。そこで、「あん

ず推進協議会」が中心となっ

て、JA 部会員を対象に、グル

ープワークを開催し、担い手

確保や技術継承の方法、観光

との共存など、様々な意見や

アイデアが出されました。 

 

【１月】 

 農村未来つなげるフォーラ
ム2026の開催 

 前年度に続き２回目となる

ファーラムでは「伝える、つな

げる、ふるさとの食育」をテー

マに、講演会とワークショッ

プを開催しました。また、地域

の食文化の展示や農産物加工

品の販売もありました。 

 ワークショップで活発に出

された意見やアイデアが、地

域の食文化の未来につながる

ことを期待します。 

 

【２月】 

 長野地域青年農業者交流会

を開催 

 長野市・千曲市・上水内郡・

埴科郡の青年農業者の仲間づ

くりを勧めるとともに、課題

認識力の向上とグループ活動

に繋げるための交流会を開催

しました。境遇の近い農業者

19 名が参加し、日頃の課題や

やってみたいグループ活動な

どについて意見が出され、リ

アルな交流の場も求められて

いることを実感しました。 

 


